
Zoom による
オンライン対応可能

個別
相談会

6/1(水 )

6/30(木 )

「ＩＴ導入補助金」の最新の動向を交え、申請や採択に向けた準備についてお客様の業種やお悩みに合わせてご説明させていただきます。

クラウドソフト等のＩＴ活用はＤＸ推進の第 1 歩です。
この機会にぜひＩＴ導入補助金を活用して、業務のＤＸ化を始めましょう。

バックオフィス業務の DX は「やったほうがいい」ではなく
「やらないと」いけない時代です

IT 導⼊補助⾦�活⽤！クラウドソフトを導⼊して�新ルール�に�対応�しませんか？

請求ソフト・会計ソフトの 2 つを導入した場合
■�インボイス制度・電⼦帳簿保存法の両⽅に対応 2/3 最大 350万円

補
助
額

補
助
率

最大 10万円最大 10万円
PC・タブレット

最大 20万円最大 20万円
レジ・券売機

※デジタル化基盤導入枠の場合

IT ツールの導入

万円最
大 万円最
大

鯨井会計グループ
   認定経営革新等支援機関

インボイス制度と電子帳簿保存法への対応インボイス制度と電子帳簿保存法への対応

ＩＴ導入補助金を活用

・課税業者
・免税業者

対象

2023 年 10 月開始の「インボイス制度」への対応⽅法が知りたい

2022 年 1 月施行の「改正電⼦帳簿保存」への対応⽅法が知りたい

本格的に始まる前に・・・

経理業務を一歩先へ「デジタル経理改革」経理業務を一歩先へ「デジタル経理改革」

大変になるのは経理業務 経理業務の変革が必要不可欠

請求書関係のルールが大きく変わり、請求書関係の要件が厳しくなります。
課税業者だけでなく免税業者も対象です。インボイス制度、電⼦帳簿保存法は
始まると本当に�大変になるのは経理業務�。始まる前に�経理業務の変革が必要不可欠�です。
国の DX 推進指針に乗り、IT 活用によるバックオフィス業務改善を考えてみてはいかがでしょうか。


